
第 1 回内航海運研究会 議事要旨 

 

１．日時 

２０２２年６月２３日（木）１５：００～１７：００ 

 

２．開催形式 

集合・オンライン（Teams）のハイブリッド開催 

 

３．場所 

（一財）日本気象協会 第一・第二会議室 

 

４．出席者（敬称略、５０音順） 

会  長： 三好晋太郎（三井 E&S 造船株式会社） 

幹  事： 佐藤淑子（一般財団法人日本気象協会） 

運営委員： 井上英之（丸三海運株式会社）、浮田尚宏（アイディア株式会社）、 

笹健児（神戸大学）、高嶋恭子（東海大学） 

参 加 者： 会場２３名、オンライン４3 名 

 

５．配布資料 

資料 1 会議次第 

資料 2 出席者名簿 

資料 3 内航海運研究会発足のご案内 

資料 4 【講演 1】丸三海運「島風」における GHG削減および DXの実施事例紹介 

資料 5 【講演 2】内航コンテナ船の実海域性能と燃費評価に関する共同研究の紹介 

 

６．議事概要 

会長・幹事承認 

・ 会長、幹事は推薦により、本研究会の発起人でもある三好晋太郎氏、佐藤淑子氏が

選出され、意義なく承認された。 

運営方法・運営委員選出 

・ 本研究会は日本航海学会のプロジェクト研究会であり、活動期間は 3 年である。 

・ 本研究会の開催時期は、日本航海学会の講演会期に合わせ、年２回を予定する。 

・ 本研究会への参加にあたり、日本航海学会への入会は不要である。しかし、何らか

のインセンティブがあれば、賛助会員や正会員としての入会を検討いただきたい。 

・ 三好会長からの推薦により、運営委員として井上英之氏、浮田尚宏氏、笹健児氏、



高嶋恭子氏が選出され、意義なく承認された。 

講演 

・ 以下 2 つの講演があり活発な質疑応答がなされた。 

講演１「丸三海運『島風』における GHG 削減および DX の実施事例紹介」 

    （講演者 丸三海運株式会社 井上英之） 

講演 2「内航コンテナ船の実海域性能と燃費評価に関する共同研究の紹介」 

    （講演者 神戸大学 笹健児） 

今後の進め方について 

・ 本研究会の開催時期は、日本航海学会の講演会期に合わせ、年２回を予定するが、

３年後あたりを目途にシンポジウムの開催も計画したい。 

・ 直近の開催は、10 月開催予定の日本航海学会秋季講演会期とし、それに向け本研究

会会員の皆様から意見を集約する。 

・ 研究会開催形式は、対面・オンラインのハイブリッド形式を理想とするが、会場の

環境を考慮したうえで決定する。 

・ 本研究会会員間の情報交換ツールや HP を準備し、研究テーマなどについても会員

の皆さまから意見を収集できる環境を整備する。 

・ 本研究会での発言はこの場限りとし、録画・録音等は一切公開しない。 

今後の研究テーマに向けたフリーディスカッション 

・ 次回研究会のテーマ案として、現場で実務に就いている方（船長・機関長ではなく、

航海士・機関士）からの生の声を共有、議論できるよう、是非検討をお願いしたい。 

・ 働き方改革に関して、いくつか課題があり、例えば採用、離職、労働環境等に関す

る課題などについて意見交換を行いたい。 

・ 船員の確保・育成に関しては、労働環境の改善、魅力ある職場づくりが必要だが、

内航海運への自律運航技術の適用や荷役の自動化などがその鍵になるのではないか。 

・ 代替燃料について、外航船向けの技術をそのまま内航船に適用することは、様々な

側面から難しいと感じる。内航海運に適した対応方法について課題共有・議論して

いきたい。 

・ 現場と研究者とをうまくマッチングして共同で調査・研究を行えるように本研究会

を運営していきたい。 

・ 本日十分な発言ができていない方も多いため、会員皆さまからの意見を集約し、今

後メーリングリストで情報共有していくことを予定する。また HP の作成も予定し

ており、今後活用できるよう運営する。 

 

 


